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知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[光衛星通信] 
 

宇宙と私たちの暮らしに大きな変革期が訪れています。そこで、次のカギを握ると言われているのが「光

衛星通信」です。レーザー光を使うことで人工衛星同士や衛星と地上との間を通信できる技術です。 

 

１．光衛星通信とは 

 

 レーザー光を使って人工衛星間や衛星と地上との間で

通信を行う技術です。 

最大の特徴は電波よりも高速な通信ができることです。

一般的な電波通信の 10～100倍に相当する 10Gbps（ビ

ット/秒）以上の速度を実現できます。 

さらに、電波は周波数資源の枯渇が問題となっていま

す。光衛星通信は現状、国際的な周波数調整や免許が不

要となる点も大きなメリットです。 

 

２．光衛星通信のメリット 

 

 光衛星通信には以下のメリットがあります。 

（１）大容量のデータの送受信が可能 

（２）免許不要（電波は周波数帯に応じた免許が必要） 

 

３．課題 

 

（１）地上と衛星の光通信 

天候や大気の影響を大きく受けます。 

レーザー光は周波数が高いので、雲が出てくると散乱

しやすくなり、陽炎のように大気でゆらぎます。 

（２）衛星間の光通信 

衛星同士の通信では、低高度（高度約 200～2000km）にある衛星同士だと約 4000km、さらに低高度

の衛星と静止衛星（高度約 3万 6000km）の間だと約 4万 kmと、地球上ではありえないほど長い距離を

通信する必要があります。 

このため、超長距離で隔てられた小さな衛星に、高精度にレーザビームを当てる技術が必要になってき

ます。しかも、光ファイバー通信と違い、中継なしでやらないといけないので、パワーアップをする必要

があります。 

 

４．今後の展望 

 

2030年頃に実装が見込まれている次世代の情報通信インフラ「Beyond 5G（6G）」では、光衛星通信が

期待されています。地上の通信インフラだけでなく、非地上での通信ネットワークシステム（NTN：

Non-Terrestrial Network ：GEO衛星と LEO衛星、地上局、衛星制御局を組み合わせたシステム）を利
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用することで、さらなる通信エリア拡大を目指しています。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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